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＜11月例会＞        11月19日（日） 

相 模 川 中 流 探 鳥 会 

（平坦、少し階段有り）     ※雨天中止 

 相模川中流の右岸(西側)、酒井スポーツ広場か

ら小田急の鉄橋あたりまで、やって来た冬鳥、カ

モ類やタカ類を探しながらゆっくり歩きます。 

集 合 7:50小田急藤沢駅改札 7:57発小田急

相模大野行き各停最前車両に乗車 相模大野着

8:31 乗換8:36発小田原行き快速 本厚木8:48

着 神奈中バス本厚木南口13番のりば平塚駅北

口行き(平53)9:00発 酒井着9:10 

持ち物 観察用具、飲み物、帽子、弁当、雨具 

解 散 13:30頃（小田急厚木駅まで歩きます） 

担 当・問い合わせ 

青山 0466-87-2489  嶋岡 0466-50-5816 

＜12月例会＞       12月17日（日） 

目 久 尻 川 探 鳥 会 

（ほぼ平坦）         ※雨天中止 

 まだ護岸工事がされていない部分が残る目久尻

川沿いに水鳥、草原の鳥、タカ類等を探しながら

歩きます。川から少し高台にある蟹が谷公園で解

散とします。 

集 合 JR藤沢駅改札口8:25 藤沢駅8:32発平

塚行最前車両乗車 茅ヶ崎駅 8:38 着  相模線

8:47発 宮山駅着9:01 

持ち物 観察用具、弁当、飲み物、防寒用具等 

解 散 蟹ヶ谷公園15:00頃 辻堂・長後・湘南

台行バス利用 

担 当・問い合わせ 

藤山0466-25-1817 田中0466-27-2384 
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川 名 通 年 探 鳥 会 

9月3日(日）     8:05～11:00 晴れ 

深田 ゆみ 

曇り予報がはずれ痛いくらいの晴天の中、

日陰を探しながら観察する探鳥会でした。い

つもならシジュウカラやメジロに出会える東

奥田公園の桜の大木が倒木予防のために１本

を残し伐採され、姿を変えてしまった公園に

驚きながらも鳥を探しますが何もいません。 

 

コムクドリ 撮影；深田大 

暑さの為か常連のサギや小鳥の影も少なく

進む中、最後に木陰で休むコムクドリの群れ

に出会えました。葉が茂り観察するには条件

が悪い中で、コムクドリも暑さのせいでしょ

うか、動き回らずその姿を十分見せてくれま

した。 

藤沢探鳥クラブに参加して 1年になりまし

た。毎回楽しい時間をありがとうございます。 

見聞きした鳥 ムクドリ、スズメ、ハクセキ

レイ、イソヒヨドリ、カワセミ、アオサギ、カ

ワウ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、イ

ソシギ、カルガモ、メジロ、コムクドリ、ト

ビ、シジュウカラ、ヒヨドリ、キジバト、カワ

ラヒワ（18種）  外来種 ガビチョウ、コ

ジュケイ、ドバト（3種） 

参加者 19名 

10月1日(日）    8:00～10:40 晴れ 

秋山 孝 

久しぶりに川名探鳥会に参加しました。東

海道線沿いを歩き始めると、いきなりイソヒ

ヨドリが居るとのこと。急いでカメラを向け

て探すと、線路付近に居ました。メスのイソ

表紙写真説明 シマアジのカップル 藤沢市今田遊水地 2023年 4月撮影 

 「シマアジ」は旅鳥として渡来してきて、数の少ない鳥のようです。4月9日と

10日は用事があったので、11日の朝に今田遊水地に行きました。行ってみると、

今田遊水地管理センターの職員より9日から「シマアジ」が来ていると教えてもら

いました。全体を見回しながら葦原島を探っていきました。居ました居ました、葦

原島の中でオスの「シマアジ」がうずくまってました。メスも居ることが分かりま

した。メスを見たことはありますが、オスを見たのは初めてでした。旅鳥としてす

ぐ渡って行ってしまうのかなと思いましたが、4月 28日まで居てくれました。「シ

マアジ」はうずくまっていることが多く、なかなか姿を見せてくれません。たまた

ま元気な姿で犬走に上がっていて、しかもカップルでいるところに出くわしまし

た。それを撮ったのが表紙の写真です。              秋山 孝 
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ヒヨドリです。幸先良いなと思いながら歩い

て東奥田公園に到着しました。公園を見回し

てビックリ。大きな桜の木が何本も切られて

いて、すっきりしちゃいました。老木化が進

んで危険なので切ったようです。鳥の休む大

きな桜の木が無くなり、鳥の気配がありませ

ん。 

境川に出ると、上空をヒメアマツバメがた

くさん飛び回っていました。境川から柏尾川

に移動し散策しました。ここでもイソヒヨド

リが現れ、メスとオス別々に現れました。ア

オサギも佇んでました。あちこちにカルガモ

がうずくまってました。 

柏尾川を離れ谷戸に移動しました。シジミ

チョウの仲間がちらほら現れて目を楽しませ

てくれました。畑でアオサギが佇んでました。

カメラで確認すると、冠羽が未発達なので幼

鳥のようです。見ていると翼を低い位置でた

たんだまま広げて独特のポーズをとりました。 

 
アオサギの幼鳥 撮影；秋山孝 

参加者から「あぐらをかいているみたいと」

の声が上がりました。正にそんな雰囲気です

ね。谷戸の観察を終えて出口でモズの声が聞

こえてきました。普段モズは木のてっぺんに

居ることが多いのに木の中に居ます。カメラ

で探して、ようやく見つけました。メスのよ

うです。 

新林公園に出て、今日のまとめをして解散

しました。次回が楽しみですね。 

見聞きした鳥 ハシボソガラス、ハシブトガ

ラス、イソヒヨドリ、キジバト、トビ、ヒメア

マツバメ、スズメ、カワウ、カルガモ、シジュ

ウカラ、アオサギ、ハクセキレイ、ムクドリ、

モズ、ヒヨドリ、コゲラ、メジロ、ウグイス、

ミサゴ（19種）  外来種 ドバト、ガビチ

ョウ、コジュケイ（3種） 

参加者 16名 

大雄山、丸太の森探鳥会 

9月17日（日）     10:00～13:45  晴れ 

谷 誠一 

大雄山駅からバスで最乗寺へ、ここは500

年以上の杉が山一面に2万本も植えてあり、

お寺への石段を登ると境内の池には鯉が泳い

でいる。その上に鳥除けの網が張ってある。 

 
奥之院へ 撮影；太田千佳子 
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鳥は動きが速く葉の陰に隠れ見つけにくい。

奥之院へ364段の階段を息を切らせて登り参

拝。下りも同じ階段を膝がガクガクしながら

降りる。脇の小川でキセキレイ、ハクセキレ

イを見ることができた。 

丸太の森公園へは細い山道を峠越え、道は

雨で削られ根っこが剝き出しで歩きづらい。

遥か遠くでカケス、キジバトの鳴き声が聞け

ました。公園前の自動販売機で水分補給。公

園で昼食後、移設の旧小学校を見学、つり橋

を渡り山草園へ赤色ピンク色のサルスベリの

木、ヒガンバナが咲く道を登るが、鳥がいな

い。チョウやイトトンボが居るだけです。 

 
チョウセンカマキリ 撮影；秋山孝 

今日は気温が32℃以上、高低差の激しい

山道を歩き、水を大量に飲む。家に帰ると汗

で靴の中まで濡れていました。 

見聞きした鳥 トビ、ヒヨドリ、キジバト、

キセキレイ、アオバト、メジロ、カケス、ハ

クセキレイ、ハシブトガラス、ダイサギ、ヤ

マガラ、シジュウカラ（12種） 

外来種 ガビチョウ（1種） 

参加者 8名 

座間谷戸山公園・座間新田探鳥会 

10月15日（日）    雨のため中止 

江 の 島 探 鳥 会 

9月8日（金）  台風13号の暴風雨で中止 

10月13日（金）  8：35～12：00  晴れ 

谷 誠一 

 8・9月と休み、3か月ぶりの探鳥会、ヒヨ

ドリの小さな群れが数を増し 100羽以上とな

った。ヒヨドリの渡りが始まっています。亀

ヶ岡広場では、エゾビタキがキビタキ♀（T氏

写真鑑定）に体当りされた。2羽は同じ枝の両

端に留まりキビタキがすぐに立ち去る。写真 

 
エゾビタキ 撮影；深田大 

家が龍恋の鐘にキビタキが居ると言っていた。

海ではスズガモの群れ（A 氏写真判定）が飛

来、イワシの群れに飛び込むウミネコの群れ。

江の島も冬鳥で賑やかになってきました。 

 
スズガモ 撮影；秋山孝 
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見聞きした鳥 スズメ、トビ、アオサギ、ハ

クセキレイ、ユリカモメ、ヒヨドリ、メジロ、

キジバト、ハヤブサ、イソヒヨドリ、エゾビ

タキ、カワラヒワ、クロサギ、オオセグロカ

モメ、ハマシギ、ハシブトガラス、ハシボソ

ガラス、キセキレイ、ウミネコ、スズガモ、キ

ビタキ、シジュウカラ（22種） 

外来種 コジュケイ、ドバト（2種） 

参加者 15名 

遠藤笹窪谷観察会 

9月23日（土・祝日） 9:10～12:00 

曇り時々小雨   谷 誠一 

集合時曇り空の中、晴れることを期待しス

タート、公園では小雨が降りだしセミの鳴き

声しか聞こえず。横断道でツバメを見、アオ

ゲラの声を聞く。畑に出てからは、ハクセキ

レイが20羽以上畑に下り餌を食べ、奥の森

ではオオタカが居なくなるとチョウゲンボ

ウ、ノスリが木の上と地面を行き来してい

る。今年もノスリが来てくれ、冬の楽しみが

増えました。最後に公園の森でシジュウカ

ラ、メジロ、コゲラ40羽以上の混群に出会

いました。曇りの中、センター事務所前で鳥

合わせをして解散。 

見聞きした鳥 キジバト、ハシブトガラス、

ヒヨドリ、ツバメ、ヤマガラ、アオゲラ、ハ

クセキレイ、ムクドリ、オオタカ、モズ、チ

ョウゲンボウ、ノスリ、スズメ、ホオジロ、

コゲラ、シジュウカラ、メジロ（17種） 

外来種 ガビチョウ、ドバト（2種） 

参加者 5名 

新林公園の山道を歩く会 

9月12日（火）  9:05～12:00  晴れ 

田中 正信 

 今月も異常な暑さが続く中、9名もの参加

でスタート。山道の入り口でメジロやシジュ

ウカラの混群が迎えてくれる。センダイムシ

クイ等の渡り中の鳥が混じっていないか眼を

凝らすが、緑が深く見当たらない。山道に入

るとシラヤマギク、ガンクビソウ、ツリガネ

ニンジン、ヤブラン等の秋の花が暑さの中に

も姿を見せる。繁茂しすぎて嫌われるクズも

鮮やかな花を見せてくれる。クズも秋の七草

の一だった。 

 
クズ 撮影；太田千佳子 

 今日は山道にかつてなくスズメバチが多

い。多くがキイロスズメバチだが、一部はオ

オスズメバチか。近くに巣があるかもしれ

ず、群で現れた時は休憩を切り上げて避け
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た。山道に現れたイトトンボはオオイトトン

ボかと思うが、同定が難しい。 

 
オオイトトンボか？ 撮影；加藤健二 

 継続観察しているマンジュウドロホコリ

は、いっそう大型化して2つの塊に分裂し、

一方が木の幹に残ってへばりつき、他方が根

元に落下している。割れたものではなさそう

で、何が生じたのか不明。 

 古民家付近に戻ってくると、裏の林にまた

もやシジュウカラ等の混群が。大変な大群で

30羽程度はいたのではなかろうか。記念植

樹の次郎柿は、実がうっすらと黄色がかって

きた。来月は熟した柿の実が見られるとよい

のだが。 

見聞きした鳥 シジュウカラ、コゲラ、ト

ビ、ウグイス、ムクドリ、メジロ、ヤマガ

ラ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、ハク

セキレイ、キジバト、スズメ（12種） 

外来種 ガビチョウ ドバト（2種） 

参加者 9名 

10月10日（火）  9:00～12:20  晴れ 

大橋 温子 

前日に一日中降り続いた雨は朝ようやく上

がり、集合時には青空が見られるほどに天気

は回復。しかし山道の土は雨をたっぷり含み

歩きにくいのでは・・と少し気にしつつ歩き

出すと、なぜか普段より鳥の声が賑やかに聴

こえた。雨で動きにくかった鳥たちも食事に

忙しいのだろう。 

冒険広場ではハシボソガラス2羽がケンポ

ナシの枝上でゴソゴソしている。黒い実もな

り、その肥大した柄も甘いので食べているの

か？と見守ったがはっきり見届けることは出

来なかった。上空ではノスリがカラスにモビ

ングされ、少し離れた位置にタカ一羽。ゆっ

くり旋回しつつ上昇していく。渡り途中なの

か？ 昨日の雨で大気が洗われたためか景色

が鮮明だ。そして展望台ではセンダイムシク

イ3羽±が、我々のすぐ目の前の木陰の奥で

右へ左へと飛び交っていた！ 

ここまででも十分幸運であったが、その後

の鳥との出会いもこのコースでは余り経験し

たことのないものであった。新林公園では珍

しく何回も鳥の個体数が多い混群に出会えた

のだ。すばやく動き回る多くの鳥の姿や影を

目で追いつつ、中には渡りの鳥もいるのでは

…との期待感を持ちながらの鳥見は本当に楽

しかった。 

その他には、先

の予測が全くでき

ない状態でさらに

進化？し続けてい

るように見えるマ

ンジュウドロホコ

リの存在感がます

ます増していたこ

と、久しぶりにク

ヌギの樹幹に多く

のキセルガイが見

られたこと、など 

キセルガイsp.  

  撮影；田中正信  
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が挙げられるが、しかしなんといっても、我

がクラブが野鳥のために植えた次郎柿の熟し

た実の一つに、明らかに鳥に食べられた跡で

あろう大きな穴が見られたことに、参加者全

員が喜びあったことをご報告させていただき

たい。 

 
熟した次郎柿 撮影；田中正信 

見聞きした鳥 シジュウカラ、コゲラ、ト

ビ、ウグイス、ムクドリ、メジロ、ヤマガ

ラ、ハシブトガラス、ハシボソガラス、ハク

セキレイ、キジバト、スズメ（12種） 

外来種 ガビチョウ ドバト（2種） 

参加者 9名 

会 員 の 声 

セミ終認情報       藤山 素子 

アブラゼミ   10月6日  蟹ヶ谷公園 

ツクツクホウシ 10月10日  新林公園 

運営委員会報告 

下記の議題について討議されました。 

9月3日 四季報、行事予定、Locomoサイト、

藤沢市自然環境実態調査、次年度事業計画等 

10月1日 四季報、行事予定、藤沢市自然環

境実態調査、次年度事業計画、寄付金報告等 

行 事 等 案 内 

川 名 通 年 探 鳥 会  

毎月第一日曜日      ※雨天中止 

12月3日（担当：橋本） 

1月7日 （担当：藤山） 

集合 8:00  JR藤沢駅南口名店ビル前 

地下道入り口付近 

江の島探鳥会 

毎月第2金曜日      ※雨天中止 

11月10日（金）  12月8日(金) 

集合 8：30    解散 12：00頃 

集合場所 江の島弁天橋を渡った左の公園 

藤棚の下 

連絡先  谷 0466-34-0381 

遠 藤 笹 窪 谷 観 察 会 

11月25日（土）   9：00～12:00      

集合時間 9:00    ※雨天中止 

集合場所 慶應大学バス停 

連絡先  谷 0466-34-0381 

新林公園の山道を歩く会 

毎月第2火曜日    ※雨天中止 

11月14日（火）  12月12日（火） 

集合 9:00  新林公園パーゴラの下 

解散 12:00頃  同上 

連絡先  橋本孝 0467-85-6077 

◎ 記載の行事はどなたでも申し

込み不要でご参加いただけます。 
初めての方、非会員の方のご参加を

お待ちしています。 
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◇12 月・ユリカモメカウント◇ 

引地川と境川(含柏尾川)に上ってくる冬の

風物詩ユリカモメをカウントします。 

日時：12月23日（土）10:00～ 各地区（橋

～橋）川下から川上へ向かいカウント 

雨天時は12月24日（日）同時刻 

区間：引地川（河口～上河内橋）、境川（河口

～立石橋）、柏尾川（新川名橋～JR橋）を協力

いただける方の人数で調整。徒歩あるいは自

転車で30分程度。ご協力よろしくお願いいた

します。 

担当＆連絡＆報告先：藤山 

TEL&FAX 0466-25-1817 

E-mail motoko-f@jcom.home.ne.jp 

◇1 月・ガンカモカウント◇ 

引地川河口からしろした橋（小糸川合流点）

まで歩きながら飛来しているカモ類をカウン

トします。結果は日本野鳥の会神奈川支部へ

報告いたします。 

日時：1月13日（土） 雨天時1月20日（土） 

集合：8：35小田急線鵠沼海岸駅 8：45頃引

地川河口（R134鵠沼橋歩道橋下） 

解散：11：30頃 引地川しろした橋 

担当＆連絡先：藤山 

TEL&FAX 0466-25-1817 

E-mail motoko-f@jcom.home.ne.jp 

入会のご案内  

藤沢探鳥クラブでは皆様のご入会をお待ち

しています。お問い合わせ、お申し込みは右

の連絡先まで。 

 

年会費について 

年会費（4月～3月）は2,400円です。 

会費振込先；郵便為替口座番号 

00230-2-38355 藤沢探鳥クラブ 

郵便局以外の銀行から振り込む場合は、 

ゆうちょ銀行029店 当座0038355  

フジサワタンチョウクラブ 

探鳥会時に現金払いでも受け付けています。 

藤沢探鳥クラブ連絡先等 

藤山 素子 0466-25-1817  

motoko-f@jcom.home.ne.jp 

HPアドレス；https://fujsbwc.jimdofree.com/ 

ホームページのQRコード 

です。スマホなどから読み

取ってご覧ください。 

 

 

 

 

渡りの季節です。思わぬ鳥が見れるか

もしれません。探鳥会を楽しみましょ

う。 

投稿先は下記です。皆様の投稿をお待

ちしています。（田中） 

田中 正信（原稿・添付写真） 

〒252-081 藤沢市鵠沼藤が谷4-13-26 

e-mail；tanamasa@theia.ocn.ne.jp 

電話/FAX 0466-27-2384 

青山 喜行（表紙写真・説明文） 

〒252-0816 藤沢市遠藤930-5 

e-mail：aoyama-y@jcom.home.ne.jp 


